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 議案第２５号 

 

 

平成２８年度能美市一般会計予算 

 

 

平成２８年度能美市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

 

  （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２３，６６０，０００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  （債務負担行為） 

 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度

額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 

  （地方債） 

 第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第３表 地方債」による。 

 

  （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、２，０００，０００千円と定める。 

（能美市一般会計） 
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  （歳出予算の流用） 

 第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

 

 

     平成２８年２月２９日 提出 

 

 

 

                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 

 

 

（能美市一般会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 市 税 ７，９１１，０００

1 市 民 税 ３，１０９，８００

2 固定資産税 ３，８０６，２００

3 軽自動車税 １１５，６００

4 市たばこ税 ３０７，０００

5 入 湯 税 ９，９００

6 都市計画税 ５６２，５００

2 地方譲与税 １８１，０００

1 地方揮発油譲与税 ５１，０００

2 自動車重量譲与税 １３０，０００

3 利子割交付金 １４，０００

1 利子割交付金 １４，０００

4 配当割交付金 ３９，０００

1 配当割交付金 ３９，０００

5 株式等譲渡所得割交付金 ６，０００

1 株式等譲渡所得割交付金 ６，０００

6 地方消費税交付金 ８９６，７００
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 地方消費税交付金 ８９６，７００

7 ゴルフ場利用税交付金 ３７，０００

1 ゴルフ場利用税交付金 ３７，０００

8 自動車取得税交付金 ３０，０００

1 自動車取得税交付金 ３０，０００

9 地方特例交付金 ３５，０００

1 地方特例交付金 ３５，０００

10 地方交付税 ４，３９０，０００

1 地方交付税 ４，３９０，０００

11 交通安全対策特別交付金 ５，０００

1 交通安全対策特別交付金 ５，０００

12 分担金及び負担金 ５１７，６３６

1 分 担 金 ４，５９０

2 負 担 金 ５１３，０４６

13 使用料及び手数料 ２３３，３０３

1 使 用 料 ２１２，５４７

2 手 数 料 ２０，７５６
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

14 国庫支出金 ３，３０５，４０６

1 国庫負担金 １，４４２，２３４

2 国庫補助金 １，８５２，５１０

3 国庫委託金 １０，６６２

15 県 支 出 金 １，０５０，０９７

1 県 負 担 金 ６２５，２９７

2 県 補 助 金 ３０９，５２３

3 県 委 託 金 １１５，２７７

16 財 産 収 入 ２４，１９５

1 財産運用収入 ２２，１９４

2 財産売払収入 ２，００１

17 寄 附 金 １５，１５６

1 寄 附 金 １５，１５６

18 繰 入 金 １，４３７，１２２

1 基金繰入金 １，４３７，１２２

19 繰 越 金 ５０，０００

1 繰 越 金 ５０，０００
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

20 諸 収 入 ５３１，７８５

1 延滞金、加算金及び過料 ２

2 預 金 利 子 ６００

3 貸付金元利収入 １２７，１６８

4 受託事業収入 １４６，０６３

5 雑 入 ２５７，９５２

21 市 債 ２，９５０，６００

1 市 債 ２，９５０，６００

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ２３，６６０，０００
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     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 議 会 費 ２１６，３７９

1 議 会 費 ２１６，３７９

2 総 務 費 ２，０８１，２５２

1 総務管理費 １，７０４，８４３

2 徴 税 費 ２３７，８２５

3 戸籍住民基本台帳費 ７４，３５４

4 選 挙 費 ４０，４３６

5 統計調査費 ２，６４９

6 監査委員費 ２１，１４５

3 民 生 費 ８，３５２，６３８

1 社会福祉費 ３，２４７，８２８

2 児童福祉費 ４，８４０，５２０

3 生活保護費 ２６４，２５０

4 災害救助費 ４０

4 衛 生 費 １，６０２，５８４

1 保健衛生費 ８６８，３００

2 環境衛生費 １９８，５２８
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

3 清 掃 費 ５３５，７５６

5 労 働 費 １４，８０７

1 労 働 諸 費 １４，８０７

6 農林水産業費 ３４１，１２９

1 農 業 費 ３１７，０２５

2 林 業 費 ２４，０６７

3 水 産 業 費 ３７

7 商 工 費 ６９４，４５５

1 商 工 費 ６９４，４５５

8 土 木 費 ３，０７４，２６７

1 土木管理費 １３６，４０７

2 道路橋りょう費 １，２６４，４０６

3 河 川 費 １５，０９８

4 都市計画費 １，５３３，７４５

5 住 宅 費 １２４，６１１

9 消 防 費 １，７０２，９９５

1 消 防 費 １，７０２，９９５
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

10 教 育 費 ２，４５３，０５１

1 教育総務費 ２８１，７５３

2 小 学 校 費 ３６５，１０９

3 中 学 校 費 ３１３，２２８

4 社会教育費 ７４２，７１１

5 保健体育費 ７５０，２５０

11 災害復旧費 ２５０

1 災害復旧費 ２５０

12 公 債 費 ２，９４５，１６０

1 公 債 費 ２，９４５，１６０

13 諸 支 出 金 １６１，０３３

1 基 金 費 １６１，０３３

14 予 備 費 ２０，０００

1 予 備 費 ２０，０００

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ２３，６６０，０００
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能美市土地開発公社に対する債務保証 平成２８年度

金融機関が能美市土地開発公社に事業資金１３億５千万
円を貸し付けたことに係る債務保証については、支払い
完了までの期間に対し年利５％以内の割合で算定される
利子相当額を加算した額を限度とする。

都市計画マスタープラン策定事業 平成２９年度 10,000千円

第 ２ 表　債 務 負 担 行 為

事　　　　　項 期　間 限　度　額
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起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

千円

公共事業等 500,400

公共施設等除却 90,600

地域活性化事業 6,100

地方道路等整備事業 32,900

合併特例事業 464,100

緊急防災・減災事業 522,200

公共施設最適化事業 564,300

臨時財政対策債 770,000

計 2,950,600

第３表　地　　方　　債

普通貸借又は
証券発行

５.０％以内（た
だし、利率見直し
方式で借り入れる
場合は、当該見直
し後の利率）

政府資金については、その
融資条件により、銀行その
他の場合には、その債権者
と協定するものとする。た
だし、市財政の都合により
据置期間及び償還期間を短
縮し、もしくは繰上償還又
は低利債に借換することが
できる。
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 議案第２６号 

 

平成２８年度能美市国民健康保険特別会計予算 

 

 

平成２８年度能美市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

  （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５，６６６，０００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  （一時借入金） 

 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、３００，０００

千円と定める。 

 

  （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり

と定める。 

（１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

     平成２８年２月２９日 提出 

 

                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 

 

（能美市国民健康保険特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 国民健康保険税 １，０１６，８７０

1 国民健康保険税 １，０１６，８７０

2 使用料及び手数料 １０

1 手 数 料 １０

3 国庫支出金 １，０６１，５３１

1 国庫負担金 ８２８，９７９

2 国庫補助金 ２３２，５５２

4 療養給付費等交付金 １９０，０１０

1 療養給付費等交付金 １９０，０１０

5 前期高齢者交付金 １，５１８，０００

1 前期高齢者交付金 １，５１８，０００

6 県 支 出 金 ２５１，７６９

1 県 負 担 金 ３５，７６９

2 県 補 助 金 ２１６，０００

7 共同事業交付金 １，１６８，２１７

1 共同事業交付金 １，１６８，２１７

8 財 産 収 入 ９６９
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 財産運用収入 ９６９

9 寄 附 金 １０

1 寄 附 金 １０

10 繰 入 金 ４５８，０６４

1 一般会計繰入金 ３８０，２１４

2 基金繰入金 ７７，８５０

11 繰 越 金 １０

1 繰 越 金 １０

12 諸 収 入 ５４０

1 延滞金加算金及び過料 ５０

2 預 金 利 子 １０

3 雑 入 ４８０

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ５，６６６，０００
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     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 総 務 費 ６２，１４５

1 総務管理費 ５０，５０９

2 徴 税 費 １１，４１３

3 運営協議会費 ２２３

2 保険給付費 ３，６１８，９６４

1 療 養 諸 費 ３，１５１，５１３

2 高額療養費 ４４６，９９１

3 移 送 費 ６０

4 出産育児諸費 １６，８００

5 葬 祭 諸 費 ３，６００

3 後期高齢者支援金等 ５６５，０４２

1 後期高齢者支援金等 ５６５，０４２

4 前期高齢者納付金等 ２９２

1 前期高齢者納付金等 ２９２

5 老人保健拠出金 ３０

1 老人保健拠出金 ３０

6 介護納付金 １８５，０００
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(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 介護納付金 １８５，０００

7 共同事業拠出金 １，１７７，３２４

1 共同事業拠出金 １，１７７，３２４

8 保健事業費 ５０，１１４

1 特定健康診査等事業費 ３１，９４３

2 疾病予防費 １８，１７１

9 基金積立金 ９６９

1 基金積立金 ９６９

10 公 債 費 ５００

1 公 債 費 ５００

11 諸 支 出 金 ４，６２０

1 償還金及び還付加算金 ４，６２０

△ 繰 出 金 ０

12 予 備 費 １，０００

1 予 備 費 １，０００

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ５，６６６，０００
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 議案第２７号 

 

平成２８年度能美市後期高齢者医療特別会計予算 

 

平成２８年度能美市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

  （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４６８，０００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  （一時借入金） 

 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

３５，０００千円と定める。 

 

  （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定める。 

（１）後期高齢者医療広域連合納付金の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項

の間の流用 

 

     平成２８年２月２９日 提出 

 

                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 

 

（能美市後期高齢者医療特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 保 険 料 ３３９，３６８

1 後期高齢者医療保険料 ３３９，３６８

2 使用料及び手数料 ２０

1 手 数 料 ２０

3 寄 附 金 １０

1 寄 附 金 １０

4 繰 入 金 １２８，０９２

1 一般会計繰入金 １２８，０９２

5 繰 越 金 １０

1 繰 越 金 １０

6 諸 収 入 ５００

1 延滞金及び過料 ２０

2 償還金及び還付加算金 ４５０

3 雑 入 ３０

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ４６８，０００

-  2  - (能美市後期高齢者医療特別会計) 



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 総 務 費 １０，０６２

1 総務管理費 ６６３

2 徴 収 費 ９，３９９

2 後期高齢者医療広域連合納付金 ４５７，４２８

1 後期高齢者医療広域連合納付金 ４５７，４２８

3 諸 支 出 金 ４６０

1 償還金及び還付加算金 ４５０

2 繰 出 金 １０

4 予 備 費 ５０

1 予 備 費 ５０

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ４６８，０００

-  3  - (能美市後期高齢者医療特別会計) 



    - 1 - 

 議案第２８号 

 

平成２８年度能美市介護保険特別会計予算 

 

平成２８年度能美市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

  （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，９７３，０００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  （一時借入金） 

 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、  

３００，０００千円と定める。 

 

  （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のと

おりと定める。 

（１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

 

     平成２８年２月２９日 提出 

                          

        能美市長   酒 井  悌 次 郎      

（能美市介護保険特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 保 険 料 ９０２，０５０

1 介護保険料 ９０２，０５０

2 使用料及び手数料 １０

1 手 数 料 １０

3 国庫支出金 ８２１，０５３

1 国庫負担金 ６６７，７４９

2 国庫補助金 １５３，３０４

4 支払基金交付金 １，０７０，１７７

1 支払基金交付金 １，０７０，１７７

5 県 支 出 金 ５７６，５２７

1 県 負 担 金 ５５０，０４４

2 県 補 助 金 ２６，４８３

6 財 産 収 入 １０

1 財産運用収入 １０

7 寄 附 金 １０

1 寄 附 金 １０

8 繰 入 金 ６０３，０１９

-  2  - (能美市介護保険特別会計) 



(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 一般会計繰入金 ６０３，０１９

9 繰 越 金 ３０

1 繰 越 金 ３０

10 諸 収 入 １１４

1 延滞金、加算金及び過料 ３０

2 預 金 利 子 １０

3 受託事業収入 １０

4 雑 入 ６４

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ３，９７３，０００

-  3  - (能美市介護保険特別会計) 



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 総 務 費 ６２，４５１

1 総務管理費 ２５，３６５

2 徴 収 費 ４，８９６

3 介護認定審査会費 ３２，１９０

2 保険給付費 ３，７４７，０００

1 介護サービス等諸費 ３，４３８，７５２

2 介護予防サービス等諸費 ９６，２２０

3 その他諸費 ３，２１０

4 高額介護サービス等費 ６２，９５２

5 高額医療合算介護サービス等費 ８，６５０

6 特定入所者介護サービス等費 １３７，２１６

3 財政安定化基金拠出金 １０

1 財政安定化基金拠出金 １０

4 地域支援事業費 １６２，７６１

1 介護予防・生活支援サービス事 ７５，０２７

業費

2 包括的支援事業・任意事業 ８７，７３４

-  4  - (能美市介護保険特別会計) 



(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

△ 介護予防・日常生活支援総合事 ０

業費

5 基金積立金 １０

1 基金積立金 １０

6 公 債 費 １００

1 公 債 費 １００

7 諸 支 出 金 ４６８

1 償還金及び還付加算金 ４６８

8 予 備 費 ２００

1 予 備 費 ２００

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ３，９７３，０００

-  5  - (能美市介護保険特別会計) 



   - 1 - 

 議案第２９号 

 

平成２８年度能美市温泉事業特別会計予算 

 

 

平成２８年度能美市の温泉事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

  （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，４００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

  （一時借入金） 

 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１，０００千円

と定める。 

 

     平成２８年２月２９日 提出 

 

                                     能美市長   酒 井  悌 次 郎 

（能美市温泉事業特別会計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 使用料及び手数料 ８，３６２

1 使 用 料 ８，３６２

2 財 産 収 入 １２

1 財産運用収入 １２

3 繰 越 金 ２５

1 繰 越 金 ２５

4 諸 収 入 １

1 預 金 利 子 １

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ８，４００

-  2  - (能美市温泉事業特別会計) 



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 温泉事業費 ８，３８８

1 温泉事業費 ８，３８８

2 諸 支 出 金 １２

1 基 金 費 １２

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 ８，４００

-  3  - (能美市温泉事業特別会計) 



   - 1 - 

議案第３０号 

 

平成２８年度能美市農業集落排水事業特別会計予算 

 

 

平成２８年度能美市の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

  （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１６７，８００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 

 （地方債） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方

法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

 

  （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、４０，０００千円と定める。 

 

 

     平成２８年２月２９日 提出 

 

                                 能美市長   酒 井  悌 次 郎 

（能美市農業集落排水事業特別会計）

計） 



第　１　表　　歳　入　歳　出　予　算

     （歳　入） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 分担金及び負担金 ６０１

1 分 担 金 ６００

2 負 担 金 １

2 使用料及び手数料 ２８，１９１

1 使 用 料 ２８，１９０

2 手 数 料 １

3 県 支 出 金 ３９，２５０

1 県 補 助 金 ３９，２５０

4 財 産 収 入 ８２

1 財産運用収入 ８２

5 繰 入 金 ４１，２００

1 一般会計繰入金 ３４，２００

2 基金繰入金 ７，０００

6 繰 越 金 ３，３７６

1 繰 越 金 ３，３７６

7 市 債 ５５，１００

1 市 債 ５５，１００

-  2  - (能美市農業集落排水事業特別会計) 



(単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

歳　　　　　　　　入　　　　　　　　合　　　　　　　　計 １６７，８００

-  3  - (能美市農業集落排水事業特別会計) 



     （歳  出） (単位：千円)

款 項 金　　　　　　　　　　　　額

1 事 業 費 １０８，３１７

1 事 業 費 １０８，３１７

2 公 債 費 ５９，４０１

1 公 債 費 ５９，４０１

3 諸 支 出 金 ８２

1 基 金 費 ８２

歳　　　　　　　　出　　　　　　　　合　　　　　　　　計 １６７，８００

-  4  - (能美市農業集落排水事業特別会計) 



起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

千円

農業集落排水事業債 40,100

下水道資本費平準化債 15,000

計 55,100

第　２　表　　　地　　方　　債

普通貸借又は
証券発行

５.０％以内
（ただし、利率
見直し方式で借
り入れる場合
は、当該見直し
後の利率）

政府資金については、その
融資条件により、銀行その
他の場合には、その債権者
と協定するものとする。た
だし、市財政の都合により
据置期間及び償還期間を短
縮し、もしくは繰上償還又
は低利債に借換することが
できる。

- 5 - （能美市農業集落排水事業特別会計）



 （総　則）

 （業務の予定量）
第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

(1) 給水戸数 18,776戸
(2) 年間総配水量 7,000,000㎥
(3) 一日平均配水量 19,100㎥
(4) 主要な建設改良工事

1 ．配水管整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6. 施設改良事業2 ．配水管改良事業

3 ．施設改良事業

（収益的収入及び支出）
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　（収　入）
　第１款 949,900千円
　　　第１項 773,760千円
　　　第２項 176,140千円

　（支　出）
　第１款 793,300千円
　　　第１項 683,965千円
　　　第２項 109,010千円
　　　第３項 325千円

営 業 費 用
営 業 外 費 用
特 別 損 失

水 道 事 業 費 用

営 業 収 益
営 業 外 収 益

議案第３１号

平成２８年度能美市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。第１条

平 成 ２８ 年 度 能 美 市 水 道 事 業 会 計 予 算

水 道 事 業 収 益

－ 1 － （能美市水道事業会計）



（資本的収入及び支出）
第４条 　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額

558,400千円は、過年度分損益勘定留保資金195,446千円、当年度分消費税資本的収支調整額62,954千円及び減
債積立金300,000千円で補填するものとする。）

　（収　入）
　第１款 657,500千円
　　　第１項 590,600千円
　　　第２項 47,500千円
　　　第３項 19,400千円

　（支　出）
　第１款 1,215,900千円
　　　第１項 883,500千円
　　　第２項 332,400千円

（企業債）
第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用できる場合は、次のとおりと定める。

(1) 　第１款水道事業費用のうち第１項営業費用、第２項営業外費用、第３項特別損失に係る予算額に過不足を
生じた場合における項間の流用。

償還の方法
　政府資金については、その融
資条件により、銀行その他の場
合には、その債権者と協定する
ものとする。ただし、市財政の
都合により据置期間及び償還期
間を短縮し、もしくは繰上償還
又は低利債に借換することがで
きる。

普通賃借又は証書借入

　借入時期は平成２８年
度とする。ただし、工事
の進捗状況等により起債
の全部又は一部を翌年度
に繰り越して借り入れる
ことができる。

年5.0％以内
（ただし、利率
見直し方式で借
り入れる場合
は、当該見直し
後の利率）

限度額 起債の方法 利率起債の目的

配 水 管 整 備 事 業

企 業 債
工 事 負 担 金
分 担 金

資 本 的 収 入

配 水 管 改 良 事 業

建 設 改 良 費

543,800千円

46,800千円

資 本 的 支 出

企業債償還金

－ 2 － （能美市水道事業会計）



（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第７条 　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費を

その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。
(1) 職員給与費 47,765千円

（たな卸資産の購入限度額）
第８条 たな卸資産の購入限度額は、15,000千円と定める。

（他会計からの補助金）
第９条 水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、40,000千円と定める。

（利益剰余金の処分）
第１０条 前年度利益剰余金のうち300,000千円は次のとおり処分するものとする。

(1) 減債積立金 300,000千円

（重要な資産の取得）
第１１条 重要な資産の取得及び処分は、次のとおりとする。

(1) 取得する資産

１．配水管整備事業 配水池築造　V=4,000㎥
２．配水管改良事業 φ50～200　 L=1,255ｍ 　
３．施設改良事業 一式

(2) 処分する資産

φ150　　　 L=151.9ｍ
φ100　　　 L= 29.8ｍ
 φ75　　　 L=216.7ｍ
 φ50　　　 L=112.2ｍ

平成２８年２月２９日　提出

　能美市長　　酒　井　　悌　次　郎

（ 数 量 ）（ 名 称 ）

機械及び装置

配水池

配水管

（ 数 量 ）（ 種 類 ）

配水施設

（ 事 業 名 ） （ 名 称 ）

配水管

（ 種 類 ）
構築物
構築物

配水管

構築物 配水管

構築物

構築物

構築物 配水管

－ 3 － （能美市水道事業会計）



 （総　則）
第１条

 （業務の予定量）
第２条 　業務の予定量は、次のとおりとする。

(1) 給水事業所数　 11社

(2) 年間総給水量　 辰口第一工業用水道 7,380,300㎥
　　　　　　　　　　 辰口第二工業用水道 5,058,900㎥

根上地区工業用水道 3,891,600㎥

(3) 一日平均給水量　 辰口第一工業用水道 20,220㎥
辰口第二工業用水道 13,860㎥
根上地区工業用水道 10,662㎥

(4) 主要な建設改良工事 辰口第一工業用水道事業施設改良事業
辰口第一工業用水道事業施設拡張事業
辰口第二工業用水道事業施設拡張事業

 （収益的収入及び支出）
第３条 　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

 （収　入）
辰口第一工業用水道 事業収益　　　　　　　　　　 128,100千円

69,800千円
58,300千円

辰口第二工業用水道事業収益　　　　　　　　　　　　　 192,600千円
158,440千円
34,160千円

第１款

第２款
第１項
第２項

営 業 収 益第１項
営 業 外 収 益

営 業 収 益

  平成２８年度能美市工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

議案第３２号

第２項

平成２８年度能美市工業用水道事業会計予算

営 業 外 収 益

－1－ 　(能美市工業用水道事業会計)



根上地区工業用水道事業収益　　　　　　　　　　　　　 120,700千円
120,170千円

530千円

 （支　出）
辰口第一工業用水道事業費用　　　　　　　　　　　 107,100千円

94,670千円
12,430千円

辰口第二工業用水道事業費用　　　　　　　　　　　　　 140,600千円
122,560千円
18,040千円

根上地区工業用水道事業費用　　　　　　　　　　 116,300千円
92,560千円
23,740千円

 （資本的収入及び支出）
第４条

 （収　入）
辰口第一工業用水道事業資本的収入 648,800千円

621,200千円
27,600千円

辰口第二工業用水道事業資本的収入 460,000千円
460,000千円

 （支　出）
辰口第一工業用水道事業資本的支出　　　　　　　　　　　 654,900千円

625,170千円
29,730千円

第３款

工 事 負 担 金第２項

第１款

第１款

第１項
営 業 外 費 用

企 業 債

営 業 外 費 用

第２項 企業債償還金

第１項
第２項

営 業 費 用
営 業 外 費 用

建 設 改 良 費

企 業 債

営 業 収 益

第２項

第１項

営 業 費 用

営 業 費 用

第１項
第２項

第２項

第２款
第１項

第１項
第１款

第１項

第３款

　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額
131,400千円は、過年度分損益勘定留保資金63,800千円、当年度分損益勘定留保資金27,152千円及び当年度分
消費税資本的収支調整額40,448千円で補填するものとする。）

営 業 外 収 益

第２款

－2－ 　(能美市工業用水道事業会計)



辰口第二工業用水道事業資本的支出 521,500千円
491,530千円
29,970千円

根上地区工業用水道事業資本的支出 63,800千円
3,410千円

60,390千円

 （企業債）
第５条 　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

 （一時借入金）
第６条 　一時借入金の限度額は、450,000千円と定める。

 （予定支出の各項の経費の金額の流用）
第７条 　予定支出の各項の経費の金額を流用できる場合は、次のとおりと定める。

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第８条

(1) 職員給与費　　　　　 24,264千円

建 設 改 良 費
企業債償還金

起債の方法限 度 額

　政府資金については、その融
資条件により、銀行その他の場
合には、その債権者と協定する
ものとする。ただし、市財政の
都合により据置期間及び償還期
間を短縮し、もしくは繰上償還
又は低利債に借換することがで
きる。

普通賃借又は証書借入

償還の方法

　借入時期は平成２８年度と
する。ただし、工事の進捗状
況等により起債の全部又は一
部を翌年度に繰り越して借り
入れることができる。

利 率

　第１款辰口第一工業用水道事業費用、第２款辰口第二工業用水道事業費用及び第３款根上地区工業用水道事
業費用のうち第１項営業費用、第２項営業外費用に係る予算額に過不足を生じた場合における項間の流用。

第３款

第１項
第２款

第２項

（ただし、利
率見直し方式
で借り入れる
場合は、当該
見直し後の利
率）

辰口第二工業用水
道事業施設拡張事業

58,200千円

563,000千円

460,000千円

建 設 改 良 費
企業債償還金第２項

第１項

　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費の金
額をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

年5.0％以内辰口第一工業用水
道事業施設改良事業

辰口第一工業用水
道事業施設拡張事業

起 債 の 目 的

－3－ 　(能美市工業用水道事業会計)



 （他会計からの補助金）
第９条 　第一工業用水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、13,700千円と定める。

 （重要な資産の取得）
第１０条　重要な資産の取得は、次のとおりとする。

(1) 　取得する資産
1 .

2 .

3 .

平成２８年 ２月２９日　提出

酒　井　　悌　次　郎　

　　  構築物            　 　 管　　　　　　　　 　L=1,360m（1種）L=36m（2種）

　　  構築物            　 　 管　　　　　　 　　　L=2,090m 

能美市長　

    機械及び装置　 　　　 機械電気設備　　　　　　　　　一　式
辰口第二工業用水道事業施設拡張事業
　（　種　類　）　　　　（　名　称　）　　　　　　　（　数　量　）

    機械及び装置　 　　　 機械電気設備　　　　　　　　　一　式

　　  構築物            　  井 戸　　　　　　　　　 　 ２か所

辰口第一工業用水道事業施設拡張事業
　（　種　類　）　　　　（　名　称　）　　　　　　　（　数　量　）

 　 機械及び装置　　　　　機械電気流量計更新　　　　　　一　式
　（　種　類　）　　　　（　名　称　）　　　　　　　（　数　量　）
辰口第一工業用水道事業施設改良事業

－4－ 　(能美市工業用水道事業会計)



 （総　則）

 （業務の予定量）
第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

(1) 接続戸数 15,133戸
(2) 年間総処理水量 5,089,000㎥
(3) 一日平均処理水量 13,900㎥
(4) 主要な建設改良事業

1. 流域下水道建設事業
2. 施設耐震対策事業
3. 管渠建設事業

（収益的収入及び支出）
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。なお、営業運転資金にあてるため、能美市公共下水道

事業基金100,000千円を充当する。

　（収　入）
　第１款 1,711,600千円
　　　第１項 735,740千円
　　　第２項 975,850千円
　　　第３項 10千円

　（支　出）
　第１款 1,677,500千円
　　　第１項 1,290,200千円
　　　第２項 386,800千円
　　　第３項 500千円

下 水 道 事 業 収 益

営 業 費 用
営 業 外 費 用
特 別 損 失

議案第３３号

平成２８年度能美市公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。第１条

営 業 収 益
営 業 外 収 益
特 別 利 益

下 水 道 事 業 費 用

平 成 ２８ 年 度 能 美 市 公 共 下 水 道 事 業 会 計 予 算

－ 1 － （能美市公共下水道事業会計）



（資本的収入及び支出）
第４条 　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

額376,200千円は、過年度分損益勘定留保資金370,551千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額5,649千円で補填するものとする。)

　（収　入）
　第１款 997,300千円
　　　第１項 638,900千円
　　　第２項 338,459千円
　　　第３項 12,000千円
　　　第４項 7,941千円

　（支　出）
　第１款 1,373,500千円
　　　第１項 91,300千円
　　　第２項 1,282,200千円

（企業債）
第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

資 本 的 支 出
建 設 改 良 費
企業債償還金

資 本 的 収 入
企 業 債
他会計負担金
補 助 金
受益者負担金

90,000千円

495,000千円

14,100千円

 普通貸借又は証書借入

　借入時期は平成２８年
度とする。ただし、工事
の進捗状況等により起債
の全部又は一部を翌年度
に繰り越して借り入れる
ことができる。

公共下水道事業債
（ 特 別 措 置 分 ）

公共下水道事業債

償還の方法

資 本 費 平 準 化 債

限度額 利率
年5.0％以内
（ただし、利率見直し方
式で借り入れる場合は、
当該見直し後の利率）

起 債 の 目 的 起債の方法

流域下水道事業債 39,800千円

　政府資金については、その融
資条件により、銀行その他の場
合には、その債権者と協定する
ものとする。ただし、市財政の
都合により据置期間及び償還期
間を短縮し、もしくは繰上償還
又は低利債に借換することがで
きる。

－ 2 － （能美市公共下水道事業会計）



（一時借入金）
第６条 一時借入金の限度額は、400,000千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用できる場合は、次のとおりと定める。

(1) 　第１款下水道事業費用のうち第１項営業費用、第２項営業外費用、第３項特別損失に係る予算額に過不足
を生じた場合における項間の流用。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）
第８条 　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費を

その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

(1) 　職員給与費 19,882千円

（他会計からの補助金）
第９条 下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、50,000千円と定める。

平成２８年２月２９日　提出

能美市長　　酒　井　　悌　次　郎

－ 3 － （能美市公共下水道事業会計）



 

 

議案第３４号 

 

平成２８年度国民健康保険能美市立病院事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 平成２８年度国民健康保険能美市立病院事業会計の予算は次に定めるところによる。 

  

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は次のとおりとする。 

(1)病     院      

 一般病床 ９９床、療養病床 ４０床（うち介護療養型医療施設 １２床) 

  入 院（年間） ３７，６３０人   入 院（１日平均患者数） １０３人 

  外 来（年間） ６１，６７０人   外 来（１日平均患者数） ２２８人 

(2)介護老人保健施設      

 入所定員（短期入所を含む） ７４人  通所リハビリテーション定員 ２５人 

  入所者（年間） ２６，２９０人   入所者（１日平均利用者数） ７２人 

  通所者（年間） ５，４００人   通所者（１日平均利用者数） ２１人 

 

 

 

 

 

 

- 1 - （能美市立病院事業会計）



 

 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

（収     入）  （支     出） 

第１款 病院事業収益 ２，１０１，８００千円  第１款 病院事業費用 ２，２４２，８００千円 

 第１項 医業収益 １，７２１，４０３千円   第１項 医業費用 ２，２１８，４８０千円 

 第２項 医業外収益 ３８０，３９５千円   第２項 医業外費用 ２４，０１９千円 

 第３項 特別利益 ２千円   第３項 特別損失 ２０１千円 

    第４項 予備費 １００千円 

第２款 介護老人保健施設事業収益 ３８５，０００千円  第２款 介護老人保健施設事業費用 ４３８，８００千円 

 第１項 営業収益 ３７９，５０７千円   第１項 営業費用 ４２５，３０２千円 

 第２項 営業外収益 ５，４９２千円   第２項 営業外費用 １３，４９７千円 

 第３項 特別利益 １千円   第３項 特別損失 １千円 

 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。 

（収     入）  （支     出） 

第１款 病院事業資本的収入 ３２２，８００千円  第１款 病院事業資本的支出 ４６８，４８０千円 

第１項 企業債 １４５，７００千円  第１項 建設改良費 １４５，７９７千円 

 第２項 負担金 １７７，０９７千円  第２項 企業債償還金 ３２２，６８３千円 

 第３項 補助金 ２千円    

 第４項 寄附金 １千円  

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１４５，６８０千円は過年度分損益勘定留保資金で補てんする。 
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（収     入）  （支     出） 

第２款 介護老人保健施設事業資本的収入 １千円  第２款 介護老人保健施設事業資本的支出 ４８，０１０千円 

第１項 寄附金 １千円  第１項 建設改良費 ３，７４９千円 

   第２項 企業債償還金 ４４，２６１千円 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４８，００９千円は減債積立金取崩し額１０，０００千円、過年度分損益勘定留保資金３８，０

０９千円で補てんする。 

  

（企業債）                                                     

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法は次のとおりと定める。 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

（病院） 

施設整備事業 

医療機器整備事業 

 

６３，５００千円 

８２，２００千円 

 

普通貸借又は証券発行 

 

５．０％以内（ただし、

利率見直し方式で借りる

場合は、当該見直し後の

利率） 

 

政府資金については、その融資条件により、銀行その

他の場合は、その債権者と協定するものとする。ただ

し、その債権者と市財政の都合により据置期間及び償

還期限を短縮し、もしくは繰上償還又は低利に借換え

することができる。 

                 

（一時借入金）                                                 

第６条 一時借入金の限度額は、２００，０００千円と定める。 
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）                             

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費に流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。                               

(1)病     院 職員給与費 １，２４８，３６１千円  交際費 ３４４千円 

(2)介護老人保健施設 職員給与費 ２８２，０３４千円  交際費 １４０千円 

 

（他会計からの補助金）                                            

第８条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は次のとおりである。 

(1)病     院 ４６３，２２２千円  救急医療の確保に要する経費 ４０，７２７千円 

   医師等の研究研修に要する経費 ２，７０１千円 

   追加費用に要する経費 １５，７１５千円 

   児童手当に要する経費 ４，０９０千円 

   企業債償還利子に要する経費 １１，５４３千円 

   高度医療に要する経費 １１１，３４９千円 

   企業債償還元金に要する経費 １７７，０９７千円 

   経営安定に要する経費 １００，０００千円 

 

（たな卸資産購入費の購入限度額）                                       

第９条 たな卸資産購入費の購入限度額は次のとおりと定める。 

(1)病     院 ２９３，３８４千円     

(2)介護老人保健施設 １５，６８７千円     
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（重要な資産の取得）                                          

第１０条 重要な資産の取得は次のとおりとする。 

種    類 名        称 数 量 備  考 

器械及び備品 移動型外科用イメージ装置 １式 市立病院 

 超音波診断装置（内科） １式  

 超音波診断装置（泌尿器科） １式  

 多人数用透析装置 １式  

 

       平成２８年２月２９日 提出        

                                                                

                               能美市長  酒 井 悌次郎 
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